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〆

沖
縄
処
分
裁
判
を
弾
劾

沖

青

同

・
国

会

内

決

起

沖
青
同
国
会
内
決
趨

一戦
士
の
判
決

公
判
が
、
六
日
束
京
地
戴
で
行
わ
れ
、

四
ソ
谷
厳
裁
判
長
は
、
三
戦
+
あ
主
張

を
全
く
根
拠
な
し
に
堤
け
、
不
当
に
も

三
戦
よ
に
「
萱
罪
」
を
雷
い
渡
し
、
慧

役
八
月
、
執
行
猶
予
三
年

(求
刑
は
い

ず
れ
も
一
年
)
を
諫
し
た
。

こ
の
日
、
法
延
内
外
て
は
「
沖
縄
処

分
戴
判
糾
弾
」
を
叫
ぶ
闘
い
が
展
開
さ

れ
、
日
比
谷
小
公
囲
の
載
判
闘
争
連
絡

会
議
の
荏
日
沖
鵜
青
年
、
労
働
宥
、
学

生
撃

え
ら
墾

、
法
延
馨

も
三
戦
士
を
晃
頭
に
「
沖
縄
処
分
戴
判

糾
弾
」
が
、
退
延
、
拘
束
の
乱
祭
に
抗

し
て
貫
徹
さ
発

。

三
戦
士
に
看

罪
L
判
決

公
判
に
先
立
つ
五
日
、
沖
青
同
国
会

決
霧

闘
争
遅
絡
会
議
の
主
催
で
、

「
沖
篇
妬
分
裁
判
糾
弾
。
人
民
大
集

会
」
が
開
か
れ
、
約
七
〇
Q
人
の
在
本

土
沖
鵜
人
民
、
労
髄
暫
、
学
生
が
結
集

し
て
、
9
・
6
「
有
罪
」
判
決
粉
砕
を

璽
坐
整

た
。

沖
青
同
行
勘
隊
三
戦
士
(真
久
田
正

君
、
島
添
久
子
君
、
本
村
紀
夫
君
)
は

七
一
年
十
月
十
九
日

ゆ
沖
縄
処
分
国

会
'
の
ロ
頭
、
佐
藤
前
首
相
の
所
個
褒

明
が
は
じ
ま
る
や
、
「
沖
轟
返
遵
粉
砕

/
全
て
の
沖
縄
人
は
団
結
し
て
決
起
せ

よ
ノ
」
と
叫
ん
で
英
雄
的
な
決
起
を
敢

行
、
不
当
遠
捕
さ
れ
た
.
法
律
助
に

は
、
国
会
内
の
事
件
で
あ
り
「
蟻
事
妨

貫
罪
」
の
立
法
ぬ
き
に
は
処
罰
さ
れ
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
察
は
不
当
な

長
期
勾
留
の
ま
ま
「威
力
漿
務
妨
審
」

「建
造
物
慢
入
」
で
、
二
戦
士
を
爪
当

票

し
た
。

昨
年
二
月
十
六
日
以
来
、
十
八
回
の

公
判
が
開
か
れ
、
そ
の
間
藁
京
地
戴
の

強
引
な
訴
訟
掬
揮
に
対
し
、
沖
縄
謂
を

武
墨
と
茎

闘
い
を
は
し
め
、
三
戦
士

は
學

た
る
法
延
塁

を
貫
徹
し
て
き

た
。
(別
掲

"戴
判
闘
曇
経
過
4
参

照
)集

会
で
は
、
ま
ず
輿
久
田
、
島
添
、

本
村
の

一戦
士
か
ら
、
翌
日
の
「判
決

公
判
」
に
向
け
て
の
刀
強
い
決
意
の
衷

明
が
行
わ
れ
た
。
こ
戦
士
は
、
沖
縄
返

還
の
反
人
民
的
性
格
は
、
「復
帰
」
一

年
余
を
経
て
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
三
戦
士
の
戴
判
が
、
沖

縄
人
民
に
対
す
る
、
そ
し
て
沖
縄
処
分

に
対
決
し
た
者
に
対
す
る

「
見
せ
し

め
」
で
あ
る
こ
と
を
強
闘
、
「
有
罪
」

判
決
粉
砕
の
決
意
を
述
ぺ
た
。

事
務
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
集
会
話

翻
報
告
」
で
は
、
三
載
士
の
決
起
の
正

当
性
と
沖
縄
処
分
裁
判
の
不
当
性
を
根

拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

強
調
さ
れ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
令
、
國
会
決
起
闘
争

及
び
裁
判
聞
争
を
概
括
し
て
、
〈
燕
地

・
沖
編
〉
の
ク
ビ
キ
か
ら
の
解
放
を
か

ち
ζ
う
ん
と
す
る
沖
縄
人
屠
の
闘
い
を

圧
殺
し
、
日
杢
覚
図
主
義
に
よ
る
沖
縄

の
隷
属
化
と
彊
別
支
配
の
申
で
、
沖
縄

人
民
に
「帝
国
の
臣
民
」
た
る
事
を
強

嬰
し
、
測
縄
人
民
を
戦
由
と
荒
廃
へ
と

狩
り
た
て
、
日
本
帝
国
主
義
の
〃
地
獄

へ
の
道
追
れ
`
と
し
て
犠
牲
を
強
い
る

と
共
に
、
沖
縄
人
民
へ
の
差
別
の
強
化

拡
大
を
も
っ
て
、
日
本
蛍
働
者
人
民
を

も
分
断
支
配
せ
ん
と
す
る
日
本
国
家
極

力
を
後
盾
と
し
て
強
引
に
決
着
づ
け
ん

と
す
る
、
沖
縄
処
分
裁
判
を
徹
底
的
に

糾
弾
す
る
。
そ
し
て
許
す
こ
と
の
で
き

ぬ
判
決
公
判
そ
の
も
の
を
測
絡
会
議
の

総
力
を
あ
げ
て
粉
砕
す
る
こ
と
を
明
確

に
箕
酉
レ
よ
う
」

さ
ら
に
、
〈
5
・
15
以
降
〉
の
沖
縄

の
事
態
に
注
目
し
、
在
沖
糧
圏
衛
隊
の

動
向
①
空
箪
比
卑
の
高
さ
が
示
す
ア
ジ

ア
反
草
命
へ
の
畠
画
②
「
民
生
協
力
」

に
名
を
借
り
た
反
人
民
的
活
動
(と
く

に
配
良
知
凄
ー
「
防
災
条
例
」
に
よ
る

そ
の
重
認
)
、
そ
し
て
「
海
洋
博
」
へ

向
か
っ
て
沖
縄
人
民
の
生
活
を
破
堰
す

る
日
ム
資
本
の
動
向
が
指
獅
さ
れ
、
三

戦
†
の
決
起
の
歴
吏
的
意
輪
と
更
な
る

闘
い
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
た
。

続
い
て
富
村
順
一
氏
が
あ
い
さ
っ
に

立
ち
コ
ニ戦
士
の
決
起
は
、
私
の
タ
ワ

ー
事
件
公
判
闘
争
に
対
す
る
最
大
の
援

護
で
し
た
。
沖
縄
解
放
の
た
め
に
、
く

り
返
し
今
日
の
沖
縄
の
実
態
を
暴
露

し
、
三
戦
士
の
主
彊
の
正
し
さ
を
訴
λ

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
戦

時
下
、
「憂
民
化
数
青
」
の
結
果
、
沖

縄
人
の
手
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
が
庫
殺
さ

れ
た
こ
と
を
問
い
直
し
、
そ
の
重
み
を

全
て
の
人
々
に
つ
き
つ
け
る
た
め
に
、

實
村
氏
自
身
が
「
朝
鮮
人
慰
畿
碑
」
嬉

立
の
運
動
を
は
し
め
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
桑

。

ま
た
、
同
公
判
特
別
弁
護
人
の
新
里

金
掴
氏
は
、
三
戦
士
が
一昨
年
秋
の
国

会
内
決
起
で
示
し
た
「
七
二
年
亟
還
の

欺
嗣
性
と
馨

」
は
、
今
日
の
沖
縄

が
示
し
て
お
り
、
そ
の
行
為
は
「階
級

的
に
未
釆
を
犠窺
レ
託
た
者
の
決
起
」

で
あ
る
と
、
法
延
に
お
け
る
弁
諭
を
魯

び
述
べ
た
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
在
日

死
、
住
友
金
属
和
軟
山
製
鉄
所
の
「
労

災
」
に
よ
る
陣
縄
鷺
年
の
死
、
東
京
の

沖
縄
出
身
ホ
ス
テ
ス
の
自
縦
、
大
阪
の

出
稼
ぎ
墓
族
一
家
心
申
)
を
、
返
還
の

穎
蠣
嚢
擁
楚
蟹
本鰭
龍
髄
製
攣

を
行
い
、
沖
管
同
、
沖
細
青
年
戦
闘
グ

ル
ー
プ

(人
民
描
力
派
)
、
沖
縄
自
決

連
帯
秀
(
燃
)
、
全
学
連
(北
条
委
員

長
・
プ
ロ
統
派
)
、
神
田
労
共
闘
、
労

鱈
醤
巽

な
ど
が
、
決
意

を
表
明
甚

。
」

1●9

中

・朝
人
民
と
の
連
帯
め
ざ
し

関
東
大
震
災
駒
ヶ
年
全
関
西
集
套

九
月
百

、
「
9
・1
関
菓
嚢

災

五
Q
力
年
、
朝
琳
人
・
中
国
人
慮
殺
糾

弾
、
革
命
的
労
働
者
。
祉
会
主
義
者
盾

殺
糾
弾
、
出
入
国
法
案
粉
伸
、
入
営
体

制
解
体
全
関
西
総
決
起
果
会
」
が
、
9

・
1
集
会
実
行
委
の
ユ
偲
で
、
大
阪
城

公
園
に
約
面
四
十
名
の
労
鋤
石
、
学
生

。
高
校
生
を
績
第
し
て
行
わ
れ
た
。

闘
西
に
お
け
る
入
僧
闘
争
の
共
同
戦
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米
第
七
艦
隊
の
大
型
核
空
母
・
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
の
横
須
賀
入
港
を
周
近
に
ひ

か
え
、
緊
迫
の
深
ま
る
現
地
・
積
須
賀

で
は
、
九
日
、
母
港
化
阻
止
連
絡
セ
ン

女
ー
(横
須
賀
市
本
町
3
の
艮
・
山
本

・
λの入港ひわ10・5

℃

掲
載
、
同
十
一
日
、
乗
組
員
家
族
約
百

人
の
横
須
賀
碁
地
内
入
居
の
発
表
。
八

月
三
日
、
S
R
F
(茄
船
修
理
部
)
広

報
紙
に
、
十
月
上
旬
ミ
ノ
ド
ウ
ェ
イ
入

港
を
小
唆
す
る
霧

鍛
。
同
r
十
一

9・9母 港化阻止討論集会

 

ビ
ル
内
)
の
主
催
で
、
「
母
港
化
阻
止

討
論
集
会
」
が
開
か
れ
、
約
一一百
人
が

参
加
し
た
。

ミ
ン
ド
ウ
ェ
イ
母
渚
化
の
動
き
は
、

着
丸
と
進
ん
で
お
り
、
七
月
三
日
に
米

双
当
爵
の
「
貸
家
求
む
」
の
新
聞
広
告

意志一致

 

る熱気あふれ

 

日
、
防
御
門
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
一イ
瓜
載

撫
の
射
爆
基
地
は
三
沢
と
発
表
。

そ
し
て
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
が
帰
投
し

て
い
た
米
国
サ
ン
デ
ェ
ゴ
の
反
戦
米
兵

組
織
(
S
O
S
)
は
、
ミ
ノ
ド
ウ
ェ
イ

が
九
月
卜
一
日
同
地
を
出
港
、
十
月
上

旬
横
須
賀
入
港
の
予
定
と
発
表
し
た
。

九
日
の
討
論
集
会
は
、
十
五
日
の
現

地
闘
争
を
皮
切
り
に
、
十
月
の
ミ
ノ
ド

ウ
ェ
イ
入
港
・母
港
化
阻
止
闘
争
へ
向

け
て
、
労
璽
写
学
生
・
市
民
の
闘
い

の
意
志
一
致
を
深
め
る
も
の
と
し
て
持

た
れ
た
。
主
催
召
の
司
会
の
も
と
で
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
い
の
場
か
ら

自
由
に
発
冒
、
文
字
通
り
の
討
論
集
会

と
な
り
、
時
聞
内
で
終
ら
な
い
ほ
ど
充

突
レ
た
発
書
が
続
い
た
。

V
X

W

(ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
反
戦

綱
織
)
横
須
賀
支
部
の
発
言
に
よ
れ

ば
、
サ
ン
コ
フ
ン
シ
ス
コ
で
は
「
米
国

軍
隊
の
ア
ノ
ア
に
お
け
る
氷
続
的
な
居

す
わ
り
、
ア
ジ
ア
人
民
抑
圧
の
た
め
の

母
港
化
に
反
対
す
る
」
署
名
は
乗
糧
員

一
.百
名
に
蓮
し
、
司
令
冒
は
弾
圧
に
躍

起
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
五
名
の
乗
組

員
は
、
運
邦
法
廷
へ
任
務
の
不
当
性
を

告
訴
、
さ
ら
に
黒
人
グ
ル
ー
プ
は
、
キ

ャ
プ
テ
ン
主
催
の
ハ
ー
テ
ィ
の
場
で

「な
ぜ
白
人
け
¢
業
家
の
た
め
に
黒
人

が
闘
わ
ね
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
這
及

し
た
。
S
O
S
を
中
心
と
す
る
横
須
賀

母
港
化
反
対
の
闘
い
は
、
極
め
て
広
い

範
囲
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
ミ
ノ
ド
ウ
ェ
イ
母
港
化
を
前

に
τ
の
弾
薬
が
遅
び
込
ま
れ
て
い
る
池

手
、
逗
子
弾
薬
犀
周
辺
の
住
民
で
粗
織

す
る
「
逗
子
市
民
の
会
」
は
、
四
月
以

来
の
搬
入
阻
止
行
勧
、
監
視
落
動
を
報

告
。ま

た
、
同
じ
檸
奈
川
築

の
相
模
原

厚
木
の
各
粗
織
、
藻
動
体
か
ら
は
、
連

帯
行
動
へ
向
け
た
積
極
的
な
提
起
が
な

さ
れ
た
慨
、
自
衛
隊
内
反
戦
活
勤
グ
ル

ー
プ
や
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
活
発
に

意
見
が
出
さ
れ
た
。」

共

同
戦

線

の
定

着

化

へ

線
の
弘
人
と
h
者
化
を
目
指
し
だ
こ
の

災
会
は
、
『
後
七
時
よ
り
始
め
ら
れ
"

ま
ず
司
会
よ
り
「
一
九
一一三
年
九
月
一

日
の
関
東
入
震
災
に
お
い
て
、
多
数
の

朝
麻
人
、
中
国
人
、
社
会
主
義
者
が
膚

殺
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
一
九
一
八
年

の
米
騒
動
を
闘
い
抜
い
た
都
市
・
農
村

の
貧
民
口
が
先
顕
に
立
っ
て
虐
殺
し
た

と
い
う
痛
茜
な
邪
実
を
お
さ
え
な
け
れ

は
な
ら
な
い
。
金
人
甲
事
件
を
嵐
莉
用

し
て
入
蟹
体
制
が
強
化
さ
れ
ん
と
し
て

い
る
が
、
日
帝
の
対
外
対
内
政
策
の
薩

行
を
鋭
く
児
抜
き
、
大
阪
に
お
け
る
労

鋤
看
運
動
の
国
際
性
が
間
わ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
入
営
闘
争
を
闘
わ
ね
は
な

ら
な
い
」
と
の
発
菖
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
反
軍
国
王
義
大
阪
府
下
共

闘
に
結
築
す
る
教
育
労
働
看
と
目
冶
体

労
働
者
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
へ
の
教
青

の
笑
態
、
自
冶
体
に
お
け
る
入
智
闘
争

の
取
り
組
み
な
ど
が
述
へ
ら
れ
た
。
続

い
て
全
学
連
関
西
プ
ロ
ノ
ク
か
ら
は

「
大
震
災
時
の
大
慮
殺
は
、
階
級
形
成

の
禾
成
熟
さ
を
表
わ
し
て
お
り
、
日
本

労
働
者
階
級
の
闘
い
の
国
際
的
性
格
の

不
十
分
性
の
総
括
が
逼
ら
れ
て
い
る
。

七
†
年
7
。
7
、
七
一年
1
・
16
を
踏

え
た
入
管
闘
争
の
戦
陥
的
推
薩
を
行
う

と
と
も
に
、
9
。
15
、
馨

自
衛
隊

観
髄
式
粉
砕
を
経
て
、
10
・
窺
反
耳
命

的
対
外
対
内
政
策
、
小
選
挙
区
制
攻
撃

粉
砕
へ
と
避
り
つ
め
て
行
く
」
と
の
発

貫
が
あ
っ
た
。

全
関
西
反
帝
高
評
連
合
か
ら
は
、
カ

ン
ボ
ソ
ア
・
イ
ン
ド
シ
ナ
解
放
闘
争
と

日
帝
の
対
外
政
策
に
関
す
る
発
言
が
な

さ
れ
、
尼
崎
地
レ
反
戦
は
、
「
慢
略
の

テ
コ
と
し
て
の
国
罠
統
合
・
民
族
排
外

主
義
の
攻
馨
を
評
さ
ず
入
留
闘
争
を
藺

い
抜
く
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
兵
犀
地
区
行
勤
委
趨
合
か
ら

は
、
持
に
部
落
差
別
の
法
制
的
身
分
制

的
固
定
化
と
フ
ァ
ン
シ
ョ
的
な
司
法

権
力
総
体
と
に
対
す
る
闘
い
と
し
て
の

狭
山
差
別
裁
判
糾
弾
闘
争
の
二

月
再

開
公
判
へ
の
結
集
が
訳
え
ら
れ
、
府
下

共
闘
は
、
「
朝
解
人
民
の
民
族
統
【
の

願
い
と
連
帝
し
、
日
帝
の
溺
朝
鮮
再
瞳

民
地
化
と
朝
鮮
民
主
主
羨
人
氏
共
相
国

へ
の
敵
視
政
策
に
対
決
し
、
日
朗
国
交

樹
ヱ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
闘
う
」
と

発
君
レ
た
。

発
君
の
轟最
後
に
、
社
青
同
関
内
プ
ロ

ノ
ク
は
「
一
九
一
六
年
の
ロ
/ア
卑
命

徴
、
一
八
年
米
騒
動
、
」
九
d
3
・
1

万
威
独
立
運
動
と
、
朝
鮮
人
の
闘
い
が

政
府
の
の
ど
兀
を
締
め
つ
け
る
中
で
、

貧
民
層
の
震
災
へ
の
不
硬
と
怒
り
を
入

虐
殺
へ
と
巧
み
に
煽
勤
し
て
い
っ
た
。

一
九
二
〇
年
の
天
阪
メ
ー
デ
ー
は
『
日

朝
両
国
人
民
団
縞
万
歳
』
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
掲
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
日
本
労
働

者
鱒
級
は
大
膚
殺
を
許
し
、
敏
速
な
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
を

齪
く
タ
っ
え
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自

衛
隊
に
よ
る
、
防
災
訊
練
に
名
を
他
り

た
治
安
酬
練
を
許
さ
ず
、
列
島
改
逼
、

四
次
防
の
攻
艦
と
闘
お
う
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
「
関
東
大
震
災
且Q
力
年

に
際
し
、
軍
隊
、
警
寮
、
目
警
団
に
よ

る
在
日
朝
鮮
人
、、中
国
人
入
量
贋
殺
、

社
会
本
蓑
哲
、
軍
命
的
労
働
者
虐
殺
を

漁
身
の
怒
り
で
糾
弾
し
、
出
人
国
法
案

成
立
細
対
阻
止
、
入
蟹
体
制
解
体
闘
争

の
さ
ら
な
る
前
血
を
通
じ
、
日
朝
中
ア

ジ
ア
人
民
と
の
階
級
的
、
里
命
的
蓮
帯

を
か
ち
と
ろ
つ
」
と
い
う
決
礒
文
と
、

沖
青
同
国
会
内
決
起
二戦
士
の
両
決
公

判
を
控
え
て
コ
ニ
戦
士
国
会
決
起
を
を

支
持
し
、
蓮
別
突
刑
判
決
を
許
さ
な
い

決
議
文
」
の
二
つ
の
決
畿
文
を
全
員
の

拍
手
で
採
択
し
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
、
イ
ン
タ
ー
含
唱
の
後
、
大
阪
入
官

事
務
所
へ
の
デ
モ
に
出
発
し
た
。

デ
モ
隊
は
、
入
留
事
務
所
の
前
で
、

機
勤
隊
の
規
制
を
は
ね
の
け
て
ン
ク
ザ

グ
デ
モ
を
貰
徹
、
「
入
冒
法
、
入
智
体

制
解
体
」
な
ど
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
あ
げ
、
そ
の
舜
、
中
之
局
公
塵

ま
で
、
戦
闘
的
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
質
徹
し
た
。

」

9・3

差
別
教
員
の
変
節
を
暴
露

矢

田
数

育
差
別

事
件

公
判

京
都
・奈
良
か
ら
も
結
集
す

九
月

「日
、
へ
前
↑
時
か
ら
大
阪
地

裁
に
お
い
て
、
矢
田
教
育
差
別
事
件
公

判
が
開
か
れ
た
。
公
判
廷
に
は
部
落
解

放
間
盟
大
阪
府
連
を
中
心
に
、
京
那
、

奈
良
。
和
歌
山
の
部
落
犬
衆
、
教
育
労

働
者
、
支
疲
学
生
な
ど
二
百
名
が
結
集

し
、
あ
ふ
れ
ん
は
か
り
だ
っ
た
。

今
回
は
、
泉
海
。
戸
田
岡
「被
告
」

の
出
席
の
も
と
前
回
に
ひ
き
続
き
斎
藤

教
諭
の
証
人
調
べ
が
行
な
わ
れ
た
。
將

に
、
事
件
の
性
格
が
端
的
に
現
わ
れ
て

い
る
六
十
九
年
`
月
ニ
ド
四
日
か
ら
四

月
七
日
ま
で
の
糾
弾
集
会
の
様
子
と
、

そ
の
過
程
で
の
差
別
晋
十
三
人
(
特
に

岡
野
・
金
井
)
と
市
教
組
(
東
南
支

部
)
解
放
同
駈
矢
田
支
部
の
相
互
の
交

渉
と
、
各
々
の
態
度
の
変
化
、
事
件
前

後
の
矢
田
地
区
に
お
け
る
「同
和
」
教

胃
の
取
り
組
み
の
変
化
に
つ
い
て
詳
細

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。

即
ち
、
第
一
に
、
市
教
組
菓
用
支
部

の
組
織
的
貌
得
で
唱
月
二
十
四
日
の
糾

弾
集
会
に
約
束
を
破
っ
て
欠
席
し
た
岡

野
・
金
井
ら
楚
別
教
員
を
四
月
二
日
の

築
会
へ
参
加
す
る
努
力
が
行
な
わ
れ

た
。
そ
し
て

月
三
十
一日
の
東
南
支

部
会
凝
℃
は
、
金
井
は
「文
書
に
い
ろ

い
ろ
問
題
が
あ
る
。
四
月
二
日
に
は
出

席
す
る
。
岡
野
な
ど
を
出
席
す
る
よ
う

説
得
す
る
。
」
と
確
約
し
て
い
た
。
し

か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
月
二
日

当
日
の
午
前
中
、
分
会
委
で
金
井
は
突

然
、
「
文
書
に
間
題
が
あ
る
と
い
う
考

え
は
蘭
溝
い
で
あ
っ
た
。
今
日
の
集
会

に
は
参
加
レ
な
い
。
」
と
い
い
出
し
た

の
で
あ
る
。し
か
し
分
会
委
で
「出
席
す

る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
責
任
を
も
っ
」

こ
レ
喜
殊
決
で
も
っ
て
決
定
し
、
や

っ
と
金
井
・
岡
野
を
二
日
の
集
会
に
疹

加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
糾
弾
集
会

の
場
で
金
井
は
「
木
下
文
喬
は
同
和
敦

青
に
水
を
さ
し
、
解
放
迦
動
を
中
傷
し

足
ひ
っ
は
り
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
醜

め
な
が
ら
、
他
方
「
し
か
し
木
下
文
督

は
差
別
文
雷
で
な
い
。
木
下
君
は
非
富

に
ま
じ
め
な
組
合
遂
勤
の
潜
動
家
で
あ

る
か
ら
差
別
す
る
は
ず
な
い
。
」
と
い

,
て
は
に
ば
ら
な
か
っ
た
。
以
後
東
南

支
部
、
分
会
か
ら
金
井
・
岡
野
へ
の
脱

得
が
続
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
金

井
。
岡
野
は
強
引
に
逃
亡
を
き
め
こ
ん

だ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
金
井
・
岡
野
の
、
濫

約
、
主
張
の
変
に
、
あ
る
い
は
「解
放

違
勘
の
足
ひ
っ
は
り
で
あ
る
が
、
葦
別

文
餐
で
な
い
」
と
い
う
矛
眉
し
た
発
宮

は
、
そ
の
行
動
、
實
勤
の
政
治
的
背
景

を
う
き
ぼ
り
に
し
て
い
る
。

第
二
に
、
「岡
和
」
敦
青
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
。
事
件
前
で
は
、
分
会
が

先
頭
で
「同
和
」
教
青
を
捲
進
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
「
部
落
が
あ
る
か

ら
わ
れ
わ
れ
が
し
ん
ど
い
」
と
劣
盾
を

組
織
す
る
形
で
分
会
が
あ
り
、
「
同

和
」
教
育
で
な
く
ρ
民
主
主
儲
教
育
o

を
や
れ
は
よ
い
の
だ
と
い
う
考
え
が
一

般
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
「
部
落
解
放
溝

動
が
萎

ち
と
った
も
の
」
と

い
う
考
え
に
は
否
定
的
で
、
あ
ま
つ
さ

え
「
同
和
教
育
推
進
者
」
11
校
長
派
な

ど
と
い
う
こ
と
が
陰
に
い
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
事
件
は
、
全
て
の
掌
校

で
あ
っ
た
「同
和

教
育
を
め
ぐ
⇔
も

や
も
や
が
、
さ
ら
っ
と
し
た
形
で
整
理

さ
れ
、
部
蕩
解
放
逼
勤
の
一環
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
捕
充
学
級
も
全
教
員

が
最
低
、
年
を
通
し
て
週
]回
堂
け
も

つ
ほ
ど
、
積
極
的
に
と
り
く
む
よ
う
に

な
っ
た
。
具
体
的
な
成
果
と
し
て
、
事

件
前
高
校
進
学
事
が
三
六
・
血
ち
だ
っ

た
の
が
、
事
件
後
は
百
%
に
ま
で
伸
び

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

公
判
は
、
「
配
人
訊
問
」
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
、
誉

側
の
主
張
を
冷
凹
的

に
展
麗
し
て
い
く
場
と
な
り
、
同
し
事

を
何
度
も
聞
き
返
し
た
り
、
問
題
の
本

質
を
ボ
カ
そ
う
と
す
る
検
寮
側
の
質
問

に
は
満
場
の
怒
り
の
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
。

公
判
終
了
後
、
そ
の
場
で
総
括
鎮
会

を
も
っ
た
。
特
に
京
祁
府
運
の
代
表
か

ら
は
、
「右
翼
融
和
主
義
者
の
敵
刈
を

粉
砕
し
て
陶
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も

徳
島
不
当
弾
圧
差
別
戴
判
を
か
か
え
て

い
る
が
、
大
阪
の
仲
聞
と
と
も
に
、
矢

田
・
奈
艮
・
高
知

(橋
の
な
い
川
)
、

狭
山
の
闘
い
と
結
合
し
て
、
と
も
」
闘

っ
て
い
こ
う
」
と
力
強
い
蔑
常
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

な
お
、
次
回
公
判
は
、
卜
月
十
九
日

午
後
二
時
か
ら
で
、
橋
本
教
諭
の
趾
人

罰
べ
が
行
な
わ
れ
る
。」
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反戦 とロマ ンの二大 エ ッセ イ

曽
野
綾
子
の

仮
の
宿

4
月
1
日
か
ら
毎
日
新
聞

日
曜
の
ペ
ー
ジ
に
連
載

え

桂

ゆ
き

全
家
庭
に
お
く
る

珠
王

の
エ
ソ
セ
イ
。

希
望

に
燃
え
る
人
、

人
生
に
絶
望
し
た
人
、

世
代
の
断
絶
に
悩
ん
で

い
る
入
、
男
と
女

の
あ
り

庁
は
・
:

:
:
・。
こ
ん

に
ち

の
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
、

新
感
覚
で
き
り
こ
ん
て
ゆ
き
ま
す
。

響
縫
聯
懸
懸馨
羅
綴

か
ら
第
二
次
大
戦
に
ず
る
ず
る
と
は
い
っ
て
い
っ
た

甲名
門
の
宰
相

・
近
衛
文
麿
と
の
個
人
的
な
接
触
を

通
し
て
〃
一
つ
の
真
実
"を
、
い
ま
明
ら
か
に
し
よ

ア

う

と

い
う

の
で
す
9

★

侮
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一 一

日
帝
+
五
年
戦
争
を
叙
述
す
る
場

含
、
そ
の
力
法
は
も
ち
ろ
ん
沢
山
あ
る

の
だ
が
、
こ
の
数
年
来
そ
の
パ
タ
ー
ン

は
分
極
化
の
一
途
で
あ
る
。

そ
の
一方
は
、
戦
争
そ
の
も
の
に
は

全
く
無
批
判
の
ま
ま
、
そ
の
な
か
の
営

々
た
る
人
間
の
生
き
ざ
ま
を
描
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
懸
と
非
惨
か
ら
、
人

間
を
救
う
と
い
う
バ
タ
ー
ン
。
こ
れ
は

日
本
人
が
も
つ
独
得
の
情
繕
的
歴
史
観

に
つ
け
い
る
手
法
で
あ
り
、
多
く
の
戦

記
や
戦
争
映
画
を
賞
い
て
い
る
。
初
期

に
は
、
戦
争
の
悪
と
非
惨
か
ら
、
大
多

数
の
民
衆
で
あ
る
兵
卒
や
而
民
か
ら
無

実
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
遂
に
は
「
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い

日
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
の
政
治

擢
力
中
枢
の
人
間
も
、
実
は
苗
悩
せ
る

「犠
牲
者
」
で
あ
っ
た
の
だ
、
と
い
う

退
廃
に
転
落
し
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
後

二
十
年
目
の
作
品
で
あ
る
「日
本
の
い

ち
は
ん
長
い
日
」
は
、
日
本
人
は
唯
ひ

と
り
と
し
て
戦
争
に
實
任
は
な
か
っ
た

の
だ
、
あ
の
時
点
で
ポ
ツ
ダ
ム
寛
窟
を

受
け
い
れ
た
人
々
に
栄
光
あ
れ
、
と
紹

語
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
載
争
責
任
を

 藻

す
る
。

潔岡膠'歪

確
か
に
、
い
ま
一
力
に
、
戦
争
箕
任

を
市
民
の
レ
ベ
ル
ま
で
鉱
げ
て
ク
尻
る

極
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ソ
を
も
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
戦
争
悪
を
旨
発
す
る
ヵ
法
も
め
っ

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
日
本
入
は
何
を

レ
た
か
、
と
い
う
具
体
的
視
点
を
も
た

ぬ
抽
象
論
議
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
翁
を
語
る
こ
と
目
体
を
"戦
納

賛
葵
4
と
批
判
し
、
一
貫
し
て
同
鴨
を

非
現
美
、
超
歴
史
化
し
た
曾
い
わ
ゆ
る

,民
主
勢
力

ψ
の
レ
五
耳
戦
争
に
対
す

る
階
級
的
視
点
は
、
ほ
と
ん
ど
省
無
に

等
し
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
あ
の
「五

年
間
を
白
紙
化
し
よ
う
と
い
う
、
多
く

の
日
本
人
の
情
緒
と
迎
合
す
る
。
戦
後

第
一
の
革
命
期
に
あ
っ
て
、
日
本
の
遭

命
勢
力
は
、
階
級
的
な
立
局
か
b
の
十

五
年
戦
争
の
総
括
を
な
し
え
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
の
歴
史
的
な
反
動
性

は
、
か
の
「解
放
軍
規
定
」
に
比
尉

し
、
そ
し
て
同
じ
根
に
発
し
て
い
る
。

〃民
主
勢
力
o
の
戦
争
に
根
拠
を
お

く
闘
い
は
、
そ
の
主
ヵ
を
原
水
禁
運
動

に
お
い
て
き
た
。
こ
の
遣
動
の
意
鋭
は

十
分
評
価
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
へ
の

一面
化
に
お
い
て
、
他
の
日
本
人
の
、

＼違レ

ノ

'轡

㌔

ノ 〆～ ・繍副 　へ
撫

澱
甲

チ

と
り
わ
け
疑
箪
の
諸
女
の
罪
黛
が
等

閑
視
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
芯
れ
て
は

な
ら
な
い
だ
6
つ
。

「
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」
に
対

し
て
あ
た
か
も
対
極
か
の
よ
う
に
登

場
し
た
「戦
争
と
人
聞
」
、
わ
が
,
民

主
勢
力
4
の
戦
箏
を
題
材
と
す
る
文
化

表
現
の
集
約
で
あ
る
こ
の
作
品
こ
亡
、

ρ
民
上
勢
力
4
が
十
五
年
戦
争
を
階
級

的
に
と
b
え
⇔
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

証
拠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
な
か

に
は
、
悪
嚢
極
ま
り
な
い
財
閥
・
軍
閥

の
暴
唐
灯
為
が
く
り
凪
え
し
頬
か
れ
る

だ
が
、
第
】に
冷
静
か
つ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ス
テ
ィ
ノ
ク
な
観
寮
者
の
存
仕
、
第
二

に
は
矯
虐
な
人
々
の
な
か
の
「
よ
い
兵

士
】
「よ
い
財
閥
の
子
供
」
の
登
場
に

よ
っ
て
こ
れ
を
読
ん
だ
り
見
た
り
す
る

る
人
女
は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
自
分
を
同
,

化
す
る
余
地
を
残
す
。
す
な
わ
ち
、
決

疋
的
に
自
分
を
っ
ら
ぬ
き
、
変
革
を
廻

る
光
景
か
ら
、
身
を
謎
り
、
安
心
し
て

日
常
に
沢
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ

る
。ド

ラ
ス
テ
ィ
ノ
ク
な
非
日
常
(
そ
舳

は
非
現
実
と
は
全
く
異
る
)
の
世
界
に

日
常
田
情
緒
を
も
ち
こ
む
こ
と
、
日
本

文
化
の
興
型
的
に
ブ
ル
ゾ
ヨ
ァ
的
な
手

澄
が
そ
二
に
あ
る
.
戦
争
を
題
材
と
し

て
、
そ
の
最
高
置
任
者
を
救
お
う
が
、

下
部
大
衆
を
救
お
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
踏
み
に
し
ら
れ
た
皿
は
あ
が
な
わ

れ
は
し
な
い
。
「
日
本
の
い
ち
ば
ん
k

い
日
」
と
「戦
争
と
人
間
」
は
、
実
は

同
根
異
種
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
者
の
反

歴
史
的
性
稻
は
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
.

多
く
の
戦
射
の
記
録
や
戦
争
を
題
材

と
す
る
文
化
表
現
が
、
結
局
、
日
本
帝

国
主
義
と
撃
軍
、
そ
し
て
民
衆
の
一
切

を
免
罪
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ

れ
を
鮮
烈
に
査
足
す
る
も
つ
】
方
の
穐

が
あ
る
。

°

そ
れ
は
、
目
本
が
驚
異
の
高
度
成
長

を
と
げ
、
新
た
な
帝
国
主
義
的
飛
躍
に

入
っ
た
と
き
、
∂D
年
代
末
か
ら
冊
年
代

初
頭
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
、
十
五
年

争
の
再
記
述
ご
あ
る
。
と
り
わ
け
、
日

申
復
交
に
わ
い
た
昨
年
、
廃
軍
に
よ
る

三
光
作
戦
、
南
京
大
膚
殺
、
万
人
抗
の

記
録
や
証
言
が
次
女
と
発
衰
さ
れ
、
従

来
の
太
平
洋
戦
争
中
心
の
戦
争
記
録
か

ら
、
「
日
本
は
中
国
、
朝
鮮
で
何
を
し

た
か
」
を
遺
及
す
る
記
録
の
ス
タ
イ
ル

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
あ
げ
て
の
流
行
と

な
っ
た
。
本
多
鱒
一
「中
国
の
旅
」
に

代
表
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
の
上
婦
向
け
モ
ー

ニ
ン
グ
ソ
ゴ
ー
に
ま
で
波
及
し
、
曳
軍

沖
縄
守
備
隊
が
、
戦
時
下
沖
縄
で
行
っ

た
虐
双
、
略
奪
の
事
実
の
暴
露
、
指
弾

は
ス
き
な
法
目
を
あ
び
た
、

よ
び
申
国
人
の
強
制
連
行
、
徴
用
は
初

期
に
は
「満
州
国
」
内
の
労
働
力
充
足

を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
日
本
本

土
の
戦
時
経
済
体
制
下
の
労
働
力
と
し

て
、
朝
鮮
人
(約
六
十
万
人
)
中
国
人

(
約
四
乃
人
)
の
強
制
連
行
が
開
始
さ

れ
る
の
は
、
一九
四
二
年
一
一月
の
「

閣
議
決
足
」
以
後
か
な
り
敗
戦
近
く
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
.

中
国
人
約
四
力
人
は
、
皇
軍
の
二
光

作
戦
の
　
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「
兎
狩

り
作
戦
」
に
よ
っ
て
、
無
葦
別
に
挫
致

さ
れ
、
収
容
所
で
編
成
さ
れ
た
後
、
日

本
へ
貨
物
同
様
の
扱
い
で
運
ば
れ
た
。

そ
し
て
、
日
本
列
島
一
三
五
の
事
築
所

(土
木
、
鉱
山
、
炭
航
、
港
湾
な
ど
)

に
分
け
ら
れ
、
ほ
ぼ
一
年
半
の
間
に
♪

六
八
三
〇
人
と
い
う
鷲
く
べ
き
数
の
中

国
人
が
殺
さ
れ
て
い
る
.

中
国
人
は
雌
酷
な
労
動
と
躾
胤
な
比

打
ち
に
よ
っ
て
多
く
の
死
を
畷
い
ら
れ

が
ら
も
、
抵
抗
・
反
乱
を
く
り
返
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
公
八
文
岳
に
よ
る
も

の
だ
け
こ
も
、
ー
八
件
に
の
ば
る
、

闇への越境
一教 育 奪 回の 展 望一

村 田 栄 一 著 判300
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虐
殺
の
地

救

二
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
事
矢
の
と
惨

さ
の
前
e
、
日
本
人
一
人
一
人
の
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
情
緒
に
よ
る
救
済
韻
望
は
い

っ
さ
い
沈
黙
さ
せ
ら
れ
た
、

こ
の
一
冊
、
石
飛
仁
「
中
国
人
強
制

連
わ
の
記
録
】
(
太
平
出
版
引
)
も
、

そ
つ
し
ん
ひ
と
つ
の
戦
争
の
記
録
に
腿

す
る
。

素
材
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
戦
争
木

期
に
強
盗
集
団
と
化
し
た
呈
軍
が
三
光

作
戦
に
よ
っ
て
拉
致
し
、
日
本
本
土
へ

連
行
し
た
甲
国
人
が
、
想
像
を
粕
す
る

環
境
の
も
と
で
、
過
酷
な
労
働
を
強
い

ら
れ
、
つ
い
に
蜂
起
し
た
〃
花
岡
編

動
"
で
あ
る
、闘

山
h
幻
戦
鵯
の
血
屈
で
、
朝
鯨
人
お

、し

●

と
す
る
「花
岡
墨
動
」
の
記
録
を
、
数

少
な
い
輿
料
と
か
な
り
綿
踏
な
取
材
た

よ
っ
て
残
そ
う
と
す
る
、
そ
こ
に
員
か

れ
て
い
る
も
の
は
、
筆
古
の
主
張
す
る

と
お
り
、
「戦
後
史
な
る
も
の
が
、
中

国
人
の
反
翻
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
だ

と
い
う
認
禰
」
で
あ
り

載
倍
逐
行
総

花
岡

の
な

本
欝
か
£
っ
た

題
騰
組
・花
岡
噺

業
阿
の
反
副

は
、
r九
四
巳
ヰ
ハ
月

一
〇
日
と
ハ
つ
丘
'
目
㎏
が
小
す
こ
お

り
、
畏
も
失
観
な
も
の
⊂
あ
り
、
ま
さ

に
H
本
本
f
に
お
け
る
中
朝
人
民
の
凱

日
闘
争
の
名
に
値
す
る
も
の
て
あ
っ

た
、日

本
の
取
戦
と
回
時
に
、
曲
の
こ
と

は
何
も
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
強
制
題
行
、
過
酷
な
強
制
%
切
七

し
て
残
馳
な
壌
晶
弾
圧
の
記
蘇
は
、
鹿

島
魂
七
し
て
残
虐
な
反
乱
弾
仕
の
記
録

は
、
麗
渇
組
そ
し
て
当
周
の
手
に
よ
っ

て
抹
潟
さ
れ
だ
。
そ
し
て
こ
の
栄
光
あ

る
軌
目
闘
争
の
地
は
、
い
ま
ダ
ム
の
駈

で
あ
り
、
数
知
れ
ぬ
遣
体
が
埋
ま
っ
た

ま
ま
で
あ
る
と
い
う
。

筆
者
は
、
歴
叉
か
ら
揖
し
さ
b
れ
ん

口 金大中氏事件が、与 。野党一体となった 「主 口
口 樫の径害である」という合意の下、出入国智 口
〔}理 体制一在日アジア人同化 ・追放 。抑在攻罷 ロ
ロ の手段としてキャンペーンされ、その一層の 口

口 強化が目験まれている。こうした中で、戦争 口
[〕 中、日本政府の強制連行によってサハリン(檸 ロ
ロ 太〉で奴隷労蘭に従亭せしめら杁 今なお四 口

に]万 人の朝鮮入が抑留されている中で、日本政 ロ
ロ 府の不当な買圧のがれによって日本や祖国ヘ ロ
[ト の帰還の希いふみつぶされている七千人の朝 ロ
ロ 鮮人の引き揚げの意志を代表して「即時帰還」 ロ

ロ の行政跡訟が十月をメドに宋斗会氏ら在日朝 口
口 鮮入によって起こされようとしている。 〔コ
E]昭 和四十一年→一月現在調べでサハリンに 口
口 は朝鮮人四万数千人が居住、内、千七百五犀 ロ
ロ 帯六千九百十二人が日本や祖国への帰還を切[コ

ロ 望している。 ロ
ロ ・ そして今年五月になってノ速赤十字は 「日 ロ

ロ 本政府が認めるなら四百ルーブルの出国税と ロ
ロ 帰国費用があれば'日 本移住を循望する者に 口
口 は移庄を許可し、輯国に帰国する者は日本経 ロ

ロ 由で滞国させる」、韓国は 「日本の戦箏政策 〔]
口 のため挨制的に連行したのだから日本の責任[:1
口 で桶還させるべきであり、それには一旦、日 口
口 本に上陸させて本人の意志によ って韓国に帰 口

口 りたい者は韓国が引きうけ、日本に居住した ロ
ロ い者には居佐裡を与え よ」と主 張している[コ

[]が 、これに対し日本政府は田中角栄の国会答 口
口 弁で 「日本は単に超遍するのみで全員韓国に[コ
ロ 引き揚げさせる.要 する費用は一切韓国側に 日
口・おいて負担せよ」と回答。 ロ
ロ こうした実情に対し、宋さんら有憲が 「摩 ロ
ロ 太」委員会を設ける中で訴訟を逗して日本政 ロ

ロ 府の貞任を明らかにしていこうとしているも 口

口 のである。以下、揚載するのは、全ての日本 口
口 入に訴えた 「樺太」委 員会の アビール であ ロ

ロ る。(編 集部)口

、bし

一
で
あ
る
。
曇
動
の
直
前
す
で
に
三
、

分
の
一
の
伸
間
を
殺
さ
れ
た
申
国
人

は
、
」
ン
ゴ
の
カ
ス
だ
け
と
い
う
食
料

で
、
し
か
も
以
副
に
倍
す
る
作
業
目
標

を
課
せ
ら
れ
る
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
以
肘

は
誰
も
が
い
や
が
っ
た
、
同
胞
の
死
体

の
焼
却
を
皆
が
進
ん
で
や
る
よ
う
に
な

戦
争
記
録

体
で
あ
っ
た
ρ
と
な
た
ち
が
わ
た
し
兀

ち

(筆
首
ぱ
一
九
四
二
句
生
)
に
し
て

く
れ
た
多
く
の
巡
剥
的
な
戦
筆
の
、
逸

話
一
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
い

う
ほ
ど
の
遺
剥
甑
に
、
い
っ
た
い
ど
れ

ほ
ど
の
、
そ
の
憩
に
抵
机
し
て
い
く
思

聲
汀
為
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
ろ
う
か

ー

」
と
い
う
間
い
か
け
で
あ
る
、

記
録
ー

そ
の
ほ
と
ん
と
は
、
在
目

す
る
甲
国
人
の
化
岡
暴
勤
経
験
省
の
歯

き
曹
き
、
手
認
に
基
づ
く
も
の
た
が
l

l
は
、
事
件
の
斑
さ
に
よ
っ
て
、
あ
る

意
味
で
不
↓
分
か
つ
根
捜
な
梅
分
を
断

く
含
み
つ
つ
も
、
読
者
に
多
く
の
局
題

を
つ
き
つ
け
る
。
こ
こ
て
は
、
印
象
則

亮
問
題
を
魁
理
し
て
お
さ
た
い
。

①
強
制
蓮
行
、
強
制
労
"
の
想
翻
乞

絶
す
る
避
酷
さ
が
、
も
ち
り
ん
七
の
鋸

曾 岡 ・.o
し

 

1

置

,

・

り
、
日
本
国
籍
を
も
っ
て
い
た
の
は
日
本
政
府
も
認
め
て
い
る
。
い
っ
た
い

い
つ
、
い
か
な
る
根
拠
で
朝
鮮
人
は
外
国
人
に
な
っ
た
の
か
。
本
人
の
臼
由

意
忠
に
よ
ら
ず
国
籍
を
は
く
ほ
し
、
ま
た
変
里
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ

と
は
「
世
界
人
樒
質
d
」
に
も
明
娼
さ
れ
た
基
本
的
人
権
で
あ
る
。
揮
入
に

住
む
朝
鮮
人
が
日
本
政
府
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
外
国
人
と
択
め
つ
け
ら
れ
る

い
わ
れ
は
な
い
の
で
あ
る
。

朝
鮮
侵
略
、
強
制
運
行
は
日
本
国
の
行
な
っ
た
犯
罪
行
為
で
あ
る
の
は
誰

の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
し
た
問
題
を
解
決
す
る

霞
任
が
日
本
政
府
に
あ
る
こ
と
は
明
目
で
疑
う
余
地
も
な
い
。

日
本
国
の
戦
舶
政
策
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
朝
鋒
人
の
命
、
二
卜
仕
問
も
の

棄
氏
改
策
に
よ
っ
て
失
な
わ
れ
た
町
春
、
人
生
は
再
ひ
か
え
ら
ぬ
に
し
て
も

日
本
政
麿
は
、
朝
鮮
人
民
に
灯
し
て
謙
虚
に
こ
れ
を
ま
ず
謝
謬
し
、
樺
太
に

抑
留
さ
れ
た
人
女
の
願
望
に
も
と
ず
い
て
帰
還
を
翼
現
し
、
日
本
に
居
伍
を

希
堅
す
⇔
人
に
は

切
の
生
拍
を
似
障
し
、
本
人
の
自
由
意
慰
に
よ
っ
て
他

国
簾
を
望
む
以
外
の
人
々
に
は
コ目
本
国
籍
」
を
認
め
、
そ
の
よ
う
に
現
失

的
に
貞
仕
を
果
た
す
中
て
、
樺
太
・
日
本
・
縣
国
に
分
断
さ
れ
た
家
猷
や
友

人
、
同
馳
と
の
自
由
往
来
に
つ
い
て
も
蔑
現
す
ぺ
く
努
力
す
る
こ
と
、
そ
れ

あ
な
た
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
樺
太
に
今
な
お
四
万
数
干
人

の
朝
緯
人
が
抑
留
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
。

も
は
や
戦
後
は
終
っ
た
と
入
は

盲
う
。
だ
が
、
戦
後
二
十
八
年
も

の
長
き
に
わ
た
り
、
還
く
故
郷
を

思
い
、
分
断
さ
れ
た
家
族
を
思

い
、
帰
還
を
憂
み
な
が
ら
必
死
に

っ
た
、
運
ん
で
い
っ
た
人
女
は
、
自
b

の
生
命
を
保
つ
た
め
、
同
胞
の
閃
を

食
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
夫
を

示
せ
ば
、
日
本
人
が
中
国
人
に
何
を
強

い
、
中
国
人
が
ど
こ
ま
で
耐
え
以
ん
だ

か
、
も
は
や
説
崩
す
る
こ
と
は
必
賢
で

な
い
だ
ろ
う
。

②
目
本
人
の
中
因
人
支
配
の
力
法

は
、
帝
国
よ
覇
者
の
愚
知
思
で
の
も
の

で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
中
国
人
に
よ
勾

中
国
人
の
文
配
、
国
氏
党
卑
に
お
け
0

階
級
に
よ
る
前
、"糸
醜
、
将
枚
と

般

漣
行
首
の
分
断
・
庁
別
、
匝
訳
の
狩
別

待
遇
、

こ
の
紬
果
、
反
乱
と
し
て
蝕
孔
う
し

い
砥
机
が
お
こ
る
ま
で
に
、
儲
し
が
π

い
数
の
生
歯
が
奪
わ
れ
た
。

③
塊
場
の
日
本
人
補
蘇
貝
の
仔
住
。

実
際
、
中
国
人
を
ム
チ
打
ち
、
リ
ン
チ

し
、
虐
殺
し
尤
の
は
彼
b
で
あ
る
。
そ

し
て
、
彼
ら
は
あ
く
ま
て
も
㎏
勘
粗
の

臨
時
征
員
で
あ
り
、
中
国
人
を
陥
使

し
、
慮
侍
す
る
こ
と
暫
規
い
あ
わ
ね
は

な
b
惣
か
っ
た
。

■

反
乱
は
、
反
乱
㌔
の
組
繊
則
計
雌
の

乱
れ
、
武
器
の
不
足
、
肉
体
的
披
弊
て

し
て
鉱
山
外
の
一般
の
日
本
人
が
、
デ

マ
こ
煽
動
さ
れ
一斉
に
-中
国
人
狩
り

」
に
紹
巣
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
短
時

自
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
申

国
人
が
死
ん
で
い
っ
た
。
一
九
四
四
ヰ

六
月
以
釆
、
北
秋
旧
の
鹿
島
紐
化
両
わ

業
所
で
は
、
}年
両
て
一
二
二
人
、
反

乱

(
一
九
四
五
耳
六
月
木
)
の
距
仕
て

一
〇
〇
人
、
反
乱
後
「婦
雇
]
(
同
十

一
月
)
ま
て
に
さ
b
に
一
八
〇
人
の
甲

国
人
が
殺
さ
れ
て
い
る
。

敗
戦
つ
ま
り
中
国
の
勝
利
か
ら
一
ヵ

月
後
ア
メ
リ
カ
単
の
ク視
蟹
8
に
よ
っ

て
、
こ
の
化
岡
の
人
層
紋
は
明
る
が

に
出
、
同
事
件
は
「横
洪
B
・
C
級
裁

判
「
に
か
け
ら
れ
る
、
結
果
は
鹿
簡
組

の
な
り
ふ
り
か
沃
わ
ぬ
方
策
が
功
を
蛋

し
て
、
正
社
員
(所
長
)
一
名
、
補
導

員
三
名
、
警
察
関
係
が
二
名
、
〃"

罪
4
と
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
影

件
に
つ
い
こ
、
寛
島
糧
の
上
層
部
は
何

"科
4
も
う
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
華
人
、
朝
鮮
人
を

政
府
の
は
か
ら
い
で
移
入
し
た
か
、
多

人
の
預
舌
を
二
つ
む
っ
た
」
と
し
て
、

"致
窩
楠
償
`
の
一
部
に
算
入
し
て
以

肘
に
請
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
、

鹿
髄
組
、
現
在
日
本
逮
築
業
界
の
ト

ッ
プ
企
某
・
鹿
島
建
設
。
こ
の
会
社
は

も
と
も
と
は
技
術
的
優
秀
性
を
宛
っ
て

き
た
、
中
堅
会
杜
で
あ
り
、
戦
前
は
盛

実
経
営
の
会
社
で
あ
っ
た
。
戦
時
下
の

昭
和
1
一年
、
鹿
島
守
∠
助
が
四
代
目

社
疑
に
就
任
づ
る
や
、
一
躍
、
軍
需
で

の
し
あ
が
り
、
∫
場
建
設
、
鉱
山
開

発
、
発
嬉
所
、
鉱
道
1
墨
、
買
施
設
工

事
ご
か
せ
ぎ
ま
く
り
、
満
州
、
台
湾
、

朝
鮮
へ
進
b
、
人
東
亜
共
栄
圏
を
地
で

い
っ
た
侵
階
首
そ
の
も
の
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
数
多
く
の
ア
ノ
ァ
人
民
を

軍
と
と
も
に
打
吹
し
、
虐
侍
し
て
、
そ

の
血
を
吸
っ
て
、
戦
後
日
本
一
の
壇
設

会
社
に
の
し
L
が
っ
た
の
で
あ
る
。

霞
が
園
ビ
ル
を
運
て
た
鹿
勘
建
設
と

は
て
う
い
う
会
社
σ
あ
り
、
イ
ン
テ
リ

経
筥
斎
・東
尽
帝
国
人
、F泓
学
博
⊥
馳

島
守
.」助
と
は
中
国
人
慮
粒
の
鰻
高
費

任
昌
な
の
だ
。

同
札
「村
史

は
、
軍
隔
楠
償
を

一

丁
力
円
以
上
(
ヨ
時
の
資
本
金
の

一

培
)
講
氷
し
た
の
に
、
お
ち
き
ら
れ
て

こ
」
を
、
　
"
血
哩
窃
の
通
ら
な
い
、

当
貯
の
持
殊
葺
情
`
と
恨
め
し
げ
に
述

べ
て
い
る
、
て
し
ζ
も
っ
う
ん
、
「花

岡
-
な
と
と
い
う
デ
ぱ
ど
こ
を
さ
が
し

て
も
見
ー
ら
な
い
。

中
国
の
巾
街
こ
、
白
昼
突
然
に
拉
狡

さ
れ
、
花
岡
ま
で
塾
σ
さ
れ
、
虐
待
さ

れ
、
解
放
の
己
を
待
た
ず
に
殺
さ
れ
た

[

中
国
人
に
、
で
は
"直
理
4
は
通
る
の

か
。
強
制
運
行
さ
れ
た
中
国
人
に
対
し

て
、
鹿
島
狙
は
一
ハ
の
謝
罪
は
お
ろ

か
、
禰
演
の
品
し
合
い
す
ら
行
っ
て
は

い
な
い
。

戦
好
下
[ロ
ム
に
△
豹
ヒ
れ
駁
さ
れ

昂

国
人
の
奴
ハ
八
b
人
(う
ち
鹿
㎜

島
祖
h

】

人
)

。

■

ご
の
記
錬
に
君
す
旬
副
C
、
既
に
出

て
い
る
の
は
も
い
つ
れ
も
、
「
日
本
歴

史
の
ど
す
ぐ
ろ
さ
」
の
呵
て
入
い
に
不

支
に
か
ら
れ
な
か
ら
も
、
「
コ
く
少
数

の
日
4
人
が
中
国
人
を
か
ば
っ
た
」
こ

と
が
「
唯
一の
救
い
だ
」
、
と
し
て
い

る
。
は
し
め
に
述
べ
た
、
戦
争
に
刈
ず

る
悉
し
さ
日
本
的
態
旺
が
こ
こ
て
も
ま

た
魔
見
し
て
い
る
。

そ
ん
な
安
戯
に

救
わ
れ
」
て
は
困

る
の
だ
。
そ
う
い
う
、訊
看
が
い
る
以
上

鷹
煮
・
石
飛
仁
は
エ
ビ
ノ
ー
ド
に
す
ぎ

ぬ
、
や
さ
し
い
日
本
人
に
つ
い
て
の
記

述
を
し
な
い
方
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
現
に
ノ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
も

一
時
朗
の
"
救
い
の
な
い
戦
争
記
録
4

は
消
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

階
級
的
視
点
に
員
か
れ
た
、
戦
争
紀

録
の
共
有
へ
、
わ
れ
わ
れ
は
戦
後
第
}

の
革
命
期
に
、
中
朝
人
民
の
日
本
に
お

け
る
反
抗
に
応
え
ら
恥
な
か
っ
た
人
民

と
し
て
、
再
び
出
発
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
り
鳳
い
だ
ろ
う
。

(s
)

はんざいZ休 講 よと、

デ ートにいそぐ可 愛い子。

ジーンズの足 どりも軽 い。

 

こ
そ
緊
急
か
つ
具
体
的
な
人
道
町

な
貞
任
で
は
な
い
だ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
日
本
人
民

の
責
任
に
お
い
て
、
日
本
政
厨
の

無
貢
任
な
棄
民
政
策
を
糾
弾
し
、

マ
ス
コ
ミ
、
知
識
人
言
齢
界
に
よ

る
黙
殺
を
も
許
し
が
た
い
こ
と
と

し
て
抗
義
し
、
日
本
国
に
よ
っ
て

強
制
述
行
さ
れ
、
望
郷
の
念
に
か

韓
聡
慕
穣
歯
蟄義
鯵
人
、四
万
人
の

帰
還
陸
漢
㌦灘
嚢

欝

生
き
て
い
る
樺
太
の
朝
鮮
人
。
こ
の
四
万
数
干
の
存
在
こ
そ
何
よ
り
も
戦
侯

が
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
証
拠
で
は
な
い
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
期
鮮
は
か
つ
て
ス
日
本
帝
国
の
櫨
氏
地
で
あ
り
、
朝

鮮
人
氏
は
人
円
本
帯
国
に
よ
っ
て
陶
家
を
、
民
駄
を
愈
わ
れ
、
あ
ら
ん
カ
ぎ

り
の
野
蛮
で
非
遵
な
虐
待
を
う
け
、
多
く
の
命
も
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
朝

鱒
人
は
日
本
国
民
に
さ
れ
、
天
魁
の
亦
子
と
さ
れ
た
、
日
本
帝
国
塗
靴
は
そ

の
戦
争
遂
行
の
た
め
、
多
く
の
朝
鮮
人
を
壁
A
の
地
に
強
制
超
行
し
、
強
制

的
な
奴
隷
労
働
に
従
事
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
敗
戦
を
迎
え
、
檸
太
は
ソ
遮
の

薩
駐
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
四
十
万
人
も
の
日
本
人
は
引
禍
げ
を
関
始
す
る

の
で
あ
る
。
だ
が
日
本
政
府
は
き
の
う
ま
で
同
じ
く
日
本
人
と
し
て
戦
場
に

か
り
た
て
強
制
労
働
に
速
行
し
た
朝
鮮
人
が
引
揚
げ
の
た
め
に
殺
釣
す
る
と

、
こ
れ
を
こ
と
ご
と
く
拒
舎
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
】
九
四
六
乍
に
は
四
力
一
干
人
が
数
え
ら
れ
た
甥
鮮
人
は

(臼
本
戻

を
迎
え
て
い
た
二
二
〇
〇
人
が
約
十
年
後
に
帰
還
し
た
の
々
除
い
て
)
そ
の

後
、
ニ
レ
八
年
閻
も
、
日
本
政
府
と
日
本
人
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
て
た
の

で
あ
る

ソ
趣
側
は
日
本
さ
え
入
国
を
許
す
な
ら
、
出
国
を
認
め
る
と
い
う

見
解
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
韓
国
側
も

日
ム
の
武
任
で
も
っ
て
帰
還
さ

せ
る
の
が
道
義
的
で
あ
る
」
と
し
て
}
日
日
本
に
L
陸
亡
せ
る
よ
う
亡
張
し

て
い
る
。

し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
政
府
は
「朝
鮮
人
は
も
は
や
外
国
入
だ

か
ら
日
本
に
は
関
係
な
く
、
一
切
の
貴
任
は
な
い
」
と
い
う
主
張
を
く
り
返

し
、
心
の
痛
み
さ
え
愚
し
て
は
い
な
い
。
朝
鯨
人
は
か
つ
て
日
本
国
民
で
あ

鬼

'

ら
れ
な
が
ら
今
も
槻
太
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
四
万
数
干
人
の
朝
鮮
人
の
、
そ

の
融
望
に
そ
っ
た
帰
迎
を
、
日
本
政
府
の
貞
仕
に
お
い
て
一
刻
も
旱
く
実
現

さ
ゼ
る
よ
う
、
力
を
つ
く
す
こ
と
を
誓
つ
。

す
へ
て
の
心
あ
る
日
本
人
の
み
な
さ
ん
。
と
も
に
角
を
人
に
し
て
叫
ひ
、

あ
ら
ゆ
る
跨
層
、
あ
ら
ゆ
Φ地
旗
に
世
論
を
掘
り
あ
げ
、
日
本
威
府
を
糾
庫

し
、
帰
還
を
斐
現
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
ん
か
。

嘔
擢

入
」

委

貝

会

東
京
郡
練
馬
区
関
町
五
の
一
ハ
九
町
田
力

(
日
本
国
に
よ
っ
て
強
制
迎
行
さ
れ
今
も
樺
太
に

抑
髄
さ
れ
て
い
る
四
万
人
の
刺
鮮
人
の
願
や
に

そ
っ
て
帰
遠
を
実
現
す
る
た
め
に

)

煙
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